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星 の
? ，
O
水　野　千　里
一ばん星みつけナこ，あれあの森の杉の木のうへ．に。
二ばん星みつけた，あれあの3てのやなぎのうへに。
三ばん星みつけナこ，あれあの山の松の木のうへに。
ε，尋常小學校の第一學年生が，無心で歌って居るのを聞くミ，私は直ぐに，
晴れた夜に仰いで，星を観る心地がする。
　星の光りには種々あるが，或は大星ε小星εに分ち，或は二十の等級に別け
て居るものもある。現今では天によく輝いて居る二十翻りのものを一等星εい
ひ，漸く肉眼で見るこミの露玉るものを六等星ミいって，其の間を光の強弱に
よって，二等星，三等星，四等星，五等星に分けて居る。そして一等星の光度
は，六等星の光度の百倍に五って居る。一・等星ε二等星，二等星3三等星，三
等星ε四等星，四等星こ五等星，五等星ε六等星の光りの比は相等しいから
して，一等星は二等星の2・5珍倍の光度を有するこεになり，同様に二等星
は三等星の2・512倍εいふこεになるのである。以下之れに準ずるのである
からして，治れを籏廃するεきは，一等星の2・512倍の光度を有するものを
　　　　　　　　　　　　　　　マイナス零等星，その2・512倍のものを員晶等星……負二等星……ミいふのであ
・る。
　六等星より光りの弱いものは望遽鏡の力を借らねば観えないが，六等星の
2・512分の一の光りを有するものを七等星Sいひ，以下之れに倣って八等
星，九等星”・…ミいふのである。ヤーキース天文皇にある百一糎屈折望遠鏡で
は十八等星までを観測し，ヰルソン山上の天文蔓にある二百五十四糎反射望違
鏡では二十等星迄を観測し得て，天にある星を三億位観るこεを得る割合にな
るのである。現今六等星以上のものが全天を通じて，九千一百十箇あり，七
等星以上のものは北天に，一萬四千百九十九箇あるのである。
　太陽系に噛するものx最大光度は，太陽が負26・5，満月が負12・5，金星が
負4・3，火星が員2・8，木星が負2・3，水星が一一等星，土星が二等星，天王星が
六等星，海王星が八等星，小遊星セレスが六等星である。衛星中には天均光度
5・5のガニメ（木星の第三衛星），5・9のイオ（同上第一衛星）から十八等の木星
第九衛星に至る迄種々である。
　・今，日浸後，何分間位経過したら，星を観る事が出來るかミいふε，先づ一
等星ならば八分頃，二等星は二十八分，三等星は三十二分，四等星は五十四分，
五等星は一階糊，六等皇は一時二十一分後である。右は大約の時間で，星の光
りの等級には，一等星S二等星εの中聞のものを一等牟，二等星ε三等一R　Sの
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中間のものを二等牟ミいひ，小藪鮎以下一位叉は二位，必要に慮じては三位迄
でも，四位窺でも出すこεがある。光度の強いものから順々に見るこEが出典
るのである。
　肉眼で見るεころの光度を眼視光度εいって，爲眞光度ミは，若汗の差があ
るもので，星の色のうち赤味を糟びて居るものは，肉眼では強く感ずるが，搾
出ではその反臣に弱く感ずるものであるから，総て寡眞光度ミ眼覗光度ミの差
を色指歎εいふのである。
　光りの弓墨弱は，星の距離ミ丁丁ミの如何によって異るものであるから，覗差
0・1秒帥ち32・6光年六分の距離にあるεきの光りを縄封光度ε名付けて，比
較するのに用ひるのである。今眼覗光度ミ帯封光度εを比較しナこもの二，三を
下に掲げやう。
　星　　名
太　　　　陽
シ　1）　ウ　ス
プロシナン
センタウルス
座　　α　、星
　眼示見光度
：負26・5
負　1・6
　　0．5
o．t
距　　離
498・58　　秒
8光年6
10光年5
4光年3
紹樹光度
　5．5
　1．3
　：3．0
4．5
　備考。視差εは或る恒星から，地球軌道の皐径を見たミきの角度で，下の公
式によって光年（約十兆キロ）を知るこミが出軍る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．26　　　　　　　　　　　　　　　光年＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　硯差（秒）
O太陽の道濁れ塁　此頃よく見える
牡牛（Taurus）星座の，ヒヤデス群の西南
十度ばかり・p星から一度孚ほこ西南に第
46番目ヒ呼ぶ、星が見えくるる。』比の、星lit眼
覗光度五等孚で，分光型にFo種であるがg
ハ1Y“　1ド大皇天丈豪のWJ　Luyten（ライ
テン）氏の報ずる所に櫨れ，ば，ヰ1　ijトトァ
天丈台で齪恥し7こ分光因州（Spectroscopic
Para11ax）が0・”034であるから・地球から
に96光年の距離にあVJ，又，固有蓮歴た尺
度に計算して見るミ，太陽系から見て居る
者t：取って毎秒僅か400メ1FJレの速度
εなる。観線速度を加へても鐡，此の星に
太陽系に訳し2－3キロ位の秒遽彪持って居
ろに過ぎない。、しかるに，我が太陽系ば毎
秒20キロの速度でHercules（へJレクvス）
星座の方角へ向って運動してみろこビが
Wilham　Hersche1以來判ってみるのである
から，此の46番星も，や匡り，ほジ20キロ前
後の遽度な以って太陽♂同じくHercules
座へ向け動いて居るこミミなる。故に・雌
の星にCt　CentauriやSiriusなごの星々よ
りにすつピ遠方にに在るけれご，蓮動ば全
く太陽蓮動亡亭行じ（みる一即ち吾々の
宇宙旅行の道蓮れの星であろ。しかし島の
46番星から太陽な見れば太陽ば微好こる十
等星t見える筈であるから，むしろ，太陽
の方が此の星9俘星（C・mpani・n）S言ふ
べきものであろう。
　因みに，此の46番星は，ボン目録（Bon
ner　Durchmusterung）でli　BD＋7。617定呼
ばれ，叉，近頃のヘンIJ一ドレ！パー目錐
（HenrアDraper　Catalogue）で（t其の26690
番星で，限覗光痩5・35等，窟翼光度5・63等，
分光にFo種であろ。叉1925年初の春分口占1：
採る位置ば
　赤系垂＝4hgm30s6赤緯＝二十70「’31「33”
である。（山本）
